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　従来，鉄道設備に関する台帳データや検査データは，軌
道・土木・電力等の分野毎，検査種類毎で別々に管理され
ることが多く，各分野の設備の劣化原因の推定にはその個
別分野で保有するデータのみを分析して保守に活用される
という使われ方が一般的でした。一方，近年では，軌道の
検査のために検測車等で定期的に車上測定されているデー
タを用いて，土木分野の共振橋梁を検知する手法が提案さ
れるなど，他分野で取得されたデータを活用した設備の診
断・管理法が提案されつつあります。そこで著者らは，こ
のような分野を超えた設備の維持管理の実現を容易にする
ため，各分野で取得・管理されているデータの一元管理シ
ステムの開発に取り組んでいます。本稿では，一元管理シ
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ステムに実装を想定している機能とそれを実現するための
要素技術の開発状況，さらに，一元管理システムを活用し
た設備の維持管理の展望を紹介します。


